
                  対象：小学低・小学中・小学高・中学・高校 

      ワ ー ク シ ー ト     学習・鑑賞型 甲斐の黒駒 ７ 
 
 
 
 
 

甲斐
か い

の黒駒
く ろ こ ま

について調
し ら

べてみよう 
   甲斐の生

う

んだ黒駒は、身体
からだ

は黒色
くろいろ

で足先が白く、朝廷
ちょうてい

へのおくりものとして 
有名
ゆうめい

だったようです。甲斐の黒駒について調
しら

べてみましょう。 
 
聖
しょう

徳
と く

太
た い

子
し

が乗ったという甲
か

斐
い

の黒駒
く ろ こ ま

伝説
で ん せ つ

は？（ヒント：パネル、モニター） 
 

 

 

 

『日本
にほ ん

書紀
しょ き

』には、どんな黒駒
くろ こ ま

伝説
でんせつ

が残
のこ

されているかな？ 
（ヒント：モニター） 

 
 
 
 
 ※〔 〕に ことばを入れ、歌

うた

を完成
かんせい

させよう 

 ぬばたまの〔     〕鞍
くら

着
き

せば 命
いのち

死
し

なまし〔     〕 
 
 
 

甲斐
か い

の御牧
みま き

 
 
 
特に，穂坂牧は，献上さ

れる馬が【   】頭で，

全国の御牧の中で一番多

かった。 
 
 

観覧日
かんらんび

：  年  月  日       学校  年 氏名：            

古
ふる

くから甲斐
か い

の国
くに

は、『甲斐
か い

の黒駒
くろこま

』というすばらしい馬
うま

の産地
さん ち

として

知
し

られ、平安
へいあん

時代
じだ い

には毎年
まいとし

、献上
けんじょう

された馬を天皇が朝廷
ちょうてい

内に分け与

える駒牽
こまびき

という儀式
ぎし き

が行われていました。 

御牧
みま き

とは、天皇
てんのう

の命
めい

によっ

て献上
けんじょう

する馬
うま

の数
かず

や期日
きじ つ

が定
さだ

められた牧場
まき ば

で、甲斐
か い

，

信濃
し な の

，武蔵
むさ し

，上野
こうずけ

の４つの国
くに

だけにありました。 
甲斐
か い

（山梨）には、穂坂
ほ さ か

，

柏前
かしわざき

，真衣野
ま き の

の、３つの牧
まき

がありました。 
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